
洪水浸水想定区域（想定最大規模L2）について

●原則として立ち退き避難。
●浸水時に想定される浸水深を踏まえ、
　自らの判断により屋内安全確保。
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●浸水前の立ち退き避難が基本です。
●氾濫がすでに始まっている場合は、
　近隣の高台など安全な場所へ。
●外出すら危険な場合は、屋内安全確保。

（１）　この図は、水防法の規定により指定された想定し得る最大規模の降雨（おおむね、1,000年に一度を想定）によ
る洪水浸水想定区域、浸水した場合に想定される水深を表示した図です。
※「想定最大規模」の降雨規模は1,000年に１回程度を想定しています。1,000年毎に１回発生する周期的降雨ではな
く、１年の間に発生する確率が1/1,000（0.1％）以下の降雨です。毎年の発生確率は小さいですが、規模の大きな降
雨であることを示しています。

（２）　シミュレーションの実施にあたっては、支流の氾濫、シミュレーションの前提となる降雨を超える規模の降雨によ
る氾濫、雨水出水及び高潮による氾濫等を考慮していませんので、この洪水浸水想定区域に指定されていない区域
においても浸水が発生する場合や、想定される浸水深が実際の浸水深と異なる場合があります。

浸水想定区域 L2について

浸水の深さ／状況

立ち退き避難

屋内で安全確保
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